２００５年３月９日
　各　位
旭化成株式会社
中期経営計画「ＩＳＨＩＮ－EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゼロゴー),０５)」の進捗状況と今後の戦略について
１．「ＩＳＨＩＮ－０５」の概要と初年度（２００３年度）の結果

　当社グループは、２００３年４月より、３ヵ年の中期経営計画「ＩＳＨＩＮ－０５」を実行しています。この「ＩＳＨＩＮ－０５」は、キャッシュフローと資本効率を重視し、事業の「選択と集中」を加速させ、強い事業をより強く（「選び抜かれた多角化」）し、高収益型事業の拡大と顧客に新しい価値を提供できる事業を創出することを目指すものです。

初年度（２００３年度）では、「分社・持株会社制」への移行など経営マネジメント体制を変革し、併せて戦略的に事業の「選択と集中」も実施しました。その結果、２０１０年を見据えた成長戦略として、事業基盤の強化・拡大のため、２００５年度までに１,０００億円規模の戦略投資が可能となりました。
　　　　　　

２． ２年目（２００４年度）の状況と最終年度（２００５年度）の見通し
（１）「ＩＳＨＩＮ－０５」実施２年目にあたる今年度（２００４年度）は、退職給付会計における数理計算上の差異の効果もあり、過去最高の連結業績を計上する予定です。これは、景気回復も一因ですが、「分社・持株会社」制導入での自主自立によるスピード経営の徹底、執行と監督の分離などコーポレート・ガバナンスの強化によるものとして評価しています。

（２）今年度は、リチウムイオン二次電池用セパレータ膜やポリウレタン弾性繊維などケミカル事業や繊維事業を中心する競争優位事業の拡大や原料調達の多様化への対応、医療事業やエレクトロニクス事業での海外展開の加速、住宅事業での周辺事業への拡大を図りました。また、新規事業創出においては、エレクトロニクス事業とケミカル事業のシナジーを発揮させ実装材料・表示材料の開発や医療支援サービスの検討を本格化させました。
（３）キャッシュフロー重視の経営を進めた結果、財務基盤の強化と資本効率が向上し、１株当りの年間配当金も８円に増配する予定です。また、持株会社機能・組織の再編や関係会社株式の整理など「ＩＳＨＩＮ−０５」で掲げた経営課題については、ほとんどの対策を講ずることができました。
（４）最終年度（２００５年度）の計数目標は、「ＩＳＨＩＮ－０５」当初計画の通り、連結営業利益１,１００億円を目指します。また、財務体質の改善で可能となった戦略投資については、Ｍ＆Ａを含めて、エレクトロニクス分野、ケミカル分野や医療分野に重点的に投資を行っていきます。新規事業の創出を加速するため、持株会社の研究開発機能とインキュベーション機能を一元化し、研究職の採用拡大とテーマごとの専任プロジェクトを設置するなど、“成長へのギアチェンジ”を図ります。
３．２０１０年に向けて
（１）当社グループでは、今後も事業基盤の強化・拡大に向けて、市場を重視した多様な事業領域の融合による新事業開発を行っていきます。２０１０年度までにグローバル展開やＭ＆Ａおよび提携などを含んだ戦略投資を実行し、エレクトロニクス、医療、環境・エネルギーや高機能・高付加価値分野および原料高騰に対応したモノマー事業やコア技術を強化していきます。
（２）当社グループでは、地域社会への貢献や一般社会の環境安全、法令や社会規範を遵守する推進体制を拡充し、持株会社社長を委員長とするＣＳＲ推進委員会を設置し、戦略的・体系的な社会的責任活動の充実に努め、今後もコーポレートブランドの一層の向上を図り、企業価値の最大化を目指します。
＜参考＞

中期経営計画「ＩＳＨＩＮ－０５」の概要
（１）「ＩＳＨＩＮ－０５」は、短中期的（２００５年）には、キャッシュフローと資本効率を重視し、事業の「選択と集中」を加速することで、高収益型事業ポートフォリオへの転換を図り、企業価値の増大を目指します。中長期的（２０１０年）には、高収益事業群を拡大するとともに、顧客に新しいサービス等を提供する「顧客価値創出型事業」の育成により、強い事業をより強くした多角化企業グループを目指します。
（２）その実現のために当社グループは、分社・持株会社制へ移行し、各事業単位で環境変化に迅速に対応でき、責任と権限を明確化する経営改革を行い、持続的成長が可能な企業グループへと飛躍を図ることを目指します。
（３）計数目標　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

	
	2003年度実績
	2004年度見込み
	2005年度当初目標

	連結売上高　
	１２,５３５億円
	１３,８００億円
	１３,０００億円

	連結営業利益　
（ｶｯｺ内：数理計算上の差異除く）
	６０９億円
（８０４億円）
	１,１５０億円
（９４８億円）
	１,１００億円

	ＲＯＥ（株主資本収益率）　
	６.４％
	１１.１％
	１０％以上

	　Ｄ／Ｅレシオ　　　
（有利子負債と株主資本の比率）　
	０.６２
	０.５１
	０.７以下


　　　

以　上

【本件に関するお問合せ先】
　　　　　　　　旭化成株式会社　　広報室　　　　　　　　０３－３５０７－２０６０
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